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小学校入学時のCAとその後の知的発達について (注1)

東 江 康 治 与郡嶺 松 助

Ⅰ 問 題

本研究は出生の季節とIQの関係についての従来の研究結果に対する関心に端を発し

ている･当該テ-マについての研究として先ず B]onsky,p.p.の研究(1)が挙げられる.
彼は453名のモスコアの児童に対L'てビネ-検査を実施し,その結果,春生れのIQが

もっとも高く,冬生れがもっとも低いことを発見した.結果の説明として,春は出生に

も発育にも条件が良いからだと考え,日照時数と気温の2変数を挙げている.

その後 Pintner,R.がニュー･ヨーク市において同様な調査(2)をしている.彼は4,925

名の児童i･=対し種々の団体検査を実施し,その結風 冬生れのIQがもっとも低く,冬

を除く他の季節の間には何ら差のないことを発見した.Blonskyが発見したように冬が

不利で,春が有利ということはないが,ただ冬や秋の寒い季節に生れた児童が春 ･夏の

暖い季節に生れた児童に比較して若干IQが低いという点で,彼の結果が Blonskyの

それに近いことを認めている.なお彼は Blonskyが提案した日照時数ならびに気温と

IQの関係をみるために,lQとそれぞれの相関を求め,前者との間に59,後者との

間に67の街極的関係を見出している.更に消極的な所の考察として幼児死亡率をとりあ

げ,それのもっとも高い季節がIQのもっとも低い冬であることを指摘している.

本邦においては藤本 ･坂輪の二氏が4,640名の児童にビネー枚査を実施して Pintner

の研究を追試している(a).その結果,冬生れのlQがもっとも高く,春生れがもっとも

低く,前述の欧米の研究とはおよそ正反対の結果を見出している. IQと日照時数と

の相関は -.24,気温との相関は -.54といずれも消極的関係を示している.更に3か月

未満の幼児死亡率を調べたところ,それはニ1-･ヨーク市と同じように冬が最高であ

った.従って日照時数,気温,幼児死亡率のいずれも氏らの結果を説明することはできな

い.そこで氏らは出生率をとりあげ. IQと出生率の間に83という高い概陸的相関を見

出している.この発見について氏ら8も 冬生れが大体に-'*受胎している事実を拍摘し,

春の受胎が知能の発達に有利な条件であろうと述べている.しかし,~IQと出生率の相

関をPintnerの資料について氏らが求めたところ,両者の相関は消極的なもの(-.42)で

あった.これは氏らの出生率による説明が明らかに不適切なものであることを物語って

いる.

大伴氏の研究C4)は出生の季節と知能の関係を直接にとり扱ったものではないが,氏は

その中で天才児の出生月について調査している.それによると天才児は冬にもつとも多

く生れ,その数は冬,秩,夏,春の順に少なくなっている.冬 ･秋に天才児が比較的に

多く生れることについて,氏も藤本民らと同じように受胎の季節を重視し,これらの季

注1)この報告は琉球大学研究助成費 (1960年度)による研究のまとめである.なお資料集掛こ当

って比嘉とみ子氏の援助の大きかったことを帝に附記して謝意を表します.
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節に生れる児童が1月から6月までの上半期の受胎であることを拒摘している.この研

究において天才児の頻数が各季節の出生総数との比率において示されてないので,この

結果から直ちに冬生れが有利で春生れが不利であると結論づけることはできない･しか

し冬と春の天才児の比が426:172となっており,この著しい対比からして氏の研究結果

が藤本氏らの結果とほぼ同じ傾向を示しているものと推定される･

以上の4研究を通して吾々は出生の季節とIQの関係についての東西の研究がおおよ

そ正反対の結果を示していることを知る.更に.両者の関係を説明するものとして挙げら

れた変数は,いずれも自国の研究結果を説明し得ても他国の研究結果を説明し得ない･

これまでに挙げられてきた変数はいずれも環境の物理的条件乃至はそれに関連のある条

件である.気象的な条件が児蜜の知的発達と全く無関係であるとは言えないまでも,これ

らの条件が知能の発達に対してそれ程大きな彫静を与えるとは考えられない,その意味

でこれまでの研究が結果の説明に失敗しているのも決して不思我ではない.知能の発達

に対し考慮に価する影響を与える条件があるとすれば,それは季節の物理的条件ではな

く,むしろ季節に関連のある文化 ･社会的な条件であろうと思われる.そこで吾々は,

出生の季節とIQの関係についての東西の相異る研究結果に対して-野性のある説明を

与え,更に両者の関係をより合理的に_説明する変数として,小学校入学時のCAをとり

あげることにした.

入学時のCAは必然的に学年の始めの季節と関係してくる.東邦のように春に学年の

始まる国では春 ･夏生れの児童が秋 ･冬生れよりも年令的に上であるし,米国のように

秋に学年の始まる国では逆に秋 ･冬生れが春 ･夏生れよりも年長であち.この入学時の

CAをIQと関連づけて考えてみると,Pintnerの研究においても又藤本 ･板棒の研究

においても入学時にCAの高い方はIQが低く,逆にCAの低い方はIQが高い.そこ

で一見正反対の結論を得ているように見える同研究が,実は全く同じ結果を見出してい

ることに気づく.吾々は,出生の季節と児童の知能の関係において入学時のCAが重要な

意義をもつものであるという考えに基づき,小学校の児童を対象として入学時のCAと

入学後の彼らの知的発達の関係を探究するために本研究を企てた.

Ⅰ 方 法

本研究の被験者は,先に琉大教育学部で行った調査柳の対象となった2.633名の児童

に新たに那覇市内の児童1,398名が加えられ,総計4,031名である.彼らは沖縄本島の14

の小学校から抽出された. 3年生を除く被験者を2分し,1,854名に ｢新制田中A式知

能検査｣(節-形式),3年生を含めた残りの2,177名に ｢新制田中B式知能検査｣(第一

形式)を実施した･検査の成掛 ま知能偏差値 (SS)(荘2)にて示した.

被験者を小学校入学時のCAによって月単位にして17のCA群に区分した.これは児

童の入学時におけるCAが,就学猶予児童 (overrager)と就学適令前に入学した児童

(under-ager)のために12か月以上の開きを示しているためである.over-agerの数は

かなり多く,特に数え年 7才で就学すべき1-3月生れの児童の中に入学を1年おくら

注2)lQの代りに便宜上SSを用いたが,水研究の目的に関する限り両者は同一の概念として取
扱われてよいと考える.
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したものが多い.そこでこれら3か月

に生れた over-agerは各出生月によ

って3CA群に区分し,残りのover-

agerを一括して1群とした.under-

agerは人数が少いので区分せずに1

群とした.残りの12CA群は適合で就

Tablel. 被 放 老
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学年換-Ft 汁

A 式 660 553 641 1,854

B 式 738 491 407 541 2,177

学した児童を出生月によって区分した

ものである.小学校入学時における児童のCAと入学後の彼らの知的発達の関係を観察

するために,上述の17CA群の平均知能偏差値 (Mss)を各群ごとに求めてその比較を

し,更に入学時の CA とMssの相聞を求めた.

Ⅲ 結 果

1 A式検査における比故

A式検査の結果は Table2の通りである.同義の CA とMss間の Spearmanの順

位差鋲による相関係数は-.877(signif.at1%)である.Table2を図示したものが

Fig.1で,入学時の CA とMssの間の消極的相関を明瞭に示している.

Table2.入学時のCA別にみた Mss(A式検査)

45 50.04
79 44.85

~~層 .･. 4.4.40
104 44.87
152 ~1訂雪ぎ.I
147 42.78
167 43.59
~~で好.~~ー 41.76
160 ~･.罰 亨.~~
117 一･.~扇こて打.I
115 41.96
~~召好一.~頂 :~す5..
136 43.06
60 40.33
58 ~~富百二~百Fl
55 39.55

数え年7才で就学すべき児童の中に

over･agerが多いということは前に掃

摘した.これらの児童の就学猶予に関

して別にその理由の調査はしていない

が,通常,疾病や発達遅滞のような消

極的なものが主な現由であろうと思わ

れる.もしそうだとすれば,これらの

over-agerは知能の発達においても標

準以下であることが予想される.この

ように比較的に発達の適い児童が就学

猶予によって除かれるとすれば,数え

年7才で入学する児童は選択されたグ

ループを栴成することになる.もしこ

の考え方が正しいならば,前に示した

入学時の CA とMssの相関はこの選

訳的要因によって誇張されていることになる.そこで,この選択的要因の幼いていない4

-12月の9CA群についてCAとMssの相関を求めたらその係数は -.366となり,17CA

群の場合より著しく低下している.この係数は17CA群の場合と同一方向を示している

が統計的に有意なものではない.但し各 CA群の標本がかなり大きく,その Mssも相

当な信頼性をもつものと考えられるので,-.366という係数は必ずしも無視されるべき

ものではない.
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Fig.1 入学時のCA別にみた Mss(A式検蕉)

2B式検査における比較

B式検査の結果は Table3と Fig.2の通りである.Table3のCA とMssの相関係

数は -.762で,A式検査におけるよりも多少低い･4-12月の9CA群についての相関係

数は -.416で過にA式検査の場合よりも多少高くなっている.前者は統計的に有意 (at

1%)であるが,後者は有意さを欠いている.このようにB式検査の緯果はA式検査の

結果と著しく塀似した傾向を示し,調査結果の侶槻性の高さを物蘇っている.

Table3.入学時のCAえ柳こみた Mss(B式換充)

誕 生 月 I CA N I Mss
U-A 71月以下 42 47.67

3 月 ナ2月 92 44.67

2 月 73月 100 43.10

1 月 74月 147 44.50

12 月 75月 173 43.55

11 月 76月 lらl 43.58

10 月 77月 167 44.32

9 月 78月 189 44.65

8 月 79月 192 42.40

7 月 80月 160 44.98

6 月 81月 132 43.39

5 月 82月 162 42.81

4 月 83月 133 43.15

3(0-A) 84月 64 40.05

2(0-A) 85月 84 42.05

1(0-A) 86月 80 42.14
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CAirLmonthsatthetimeofenteringschool

Fig.2 入学時のCA別にみたMss(B式検査)

以上のA,B両式換査の結果から児童の小学校入学時のCA と入学後の彼らの Mss

の間に統計的に有意な相関を見出すことはできなかった.しかし両者の間に発見された

-.366及び -.416の相関係数は,先にも棺桶したように決して無視されるべき性質のもの

ではない.なお本報告では統計上の焼損を避けて各CA群の平均値を取扱ったが,もし

僚本全体について相関を求めたら.その係数は有意なものになったであろうと予想され

ち.もっともその場合も両者間の相関は決して著しいものではなかろう.

Ⅳ 考 察

1 調査の鯖異について

出生の季節とIQの朗稀についての従来の諸研究は,興った結果を得ており,また両

者の関係の解釈も一文していない.そこで吾々は同者の関係を説明する変数として小学

校入学時の CAを仮定し,その換証を試みた.調査の結果,CAとSSの間に統計的に
有意な相関のあることを確証するには到らなかった.しかし吾々の資料は両者間に低い

関係ではあるが消極的な相関のあることを示唆するに充分である.これまでの研究者た

ちが見出した出生の季節とIQの関係も決して著しいものではない.例えば,･Pintner

は出生の季節とIQの間に多少の関係を見出したにもかかわらず,それが余り重質なも

のではないとして,アメ1)カの市街地の子どもには出生の季節が一般に撃静しないと結

静づけている(2).このような事実から推して,入学時のCAとSSの間にもそれ程高い
相関を期待することはできないであろう.

小学校入学時の CAとSS間の消極的相関はPintner及び勝本 ･板橋の研究結果から
予想された.両者間の消極的相関を実証することによって,出生の季節とIQの関係に

ついての東西の相異る研究結果に対し一茶した説明を与え得ることは先に ｢問題｣の項

で述べた.本報告は両者間の消極的相関を確証するに到らなかったので,本研究の資料

を異った統計的換作によって再評価するか,さもなければ将来同株な調査を繰返すこと

が必要である.更に両者間の消極的相関の普遍性を換討するために,入学時の本邦と異

る外国においても同様な調査を釈みることが必要であろう.
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2 学牌 青の均等効果について

本報告は入学時の CAとSS間の消極的相関を確証する7/.=ほ到らなかったが,ここで
は一応両者間の低い相関を仮定して稿を進めたい.両者間忙低い消極的相関が認められ

るということは,入学時のCAが低ければ低いほどその知的発達に有利であるという傾

向が,原著ではないが一応認められるということを意味する.では何故に入学時の CA

がこのように知能の発達に彫轡するのであろうか.その原田は種々な要困に求められる

であろうが,そのうちもつとも有力視されるものは学校教育の作用であろう.

まず入学時の児童のCAとそれに対する教育的配慮について考察してみたい.小学校

入学当時の児童のCAは原則として満6才以上満7才未満となっており,最年少児と最

年長児の間に満1年の差がある,彼らのMAもCAと並行して最年少児と最年長児の間

では平均して滞1年の差を示すことが当然期待される.同一学年の児童間に期待される

このMA差は,適当な教育的配慮を必要とする学習レディネスの差を意味する.しかし

吾々の学校はこれに対し殆んど何らの考慮をも払っていない.

CA差から期待さカ･LるMA差に対して殆んど何らの対策をも講じ得ない現行の学校教

育制度は.児童の知的発達にいかなる影響を及ぼすであろうか.これについてごく常識的

に次のことが考えられる.学校のカt)キーラムは学年の平均CA児にその基準が求めら

れることになるので,学校の課題は年長児にとってほ彼の能力以下のものとなり,反対

に年少児にとっては能力以上のものとなる.かような事態は年長児の知的発達を緩慢に

し,年少児のそれを促進することになるであろう.このように学校教育は,結局興る

CAの持主である児童たちのMAを漸次地均しすることになるであろラ.この地均し作

用を学校教育乃至カ1)キュラムの均等効果 (equalizingeffects)とでも呼ぶことがで

きよう.もし吾々が考えるように均等効果が学校教育の作用にあるとすれば,MA と

CAの比率で示されるIQあるいはそれとはば同様な概念と解されるSSにおいて,午
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Fig.3 MAの均等化とIQ叉はSSの変化
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少児は有利になり,年長児は道に不利になる.いま仮に均等化の過程とILQ乃至SSの
変容過程を単純な図式で示すとFig3のようになるであろう.

ここで筆者が知能と学力を混同してはいないかとの疑問が起きるかも知れない.これ

に対し吾々は知能が経験的要因に大きく形辞されるものであることを揖摘するに止めた

い.前述の均等効果の実証的裏づけは将来の課題として残されたわけだが,もしかよう

な現象が実証されるならは,それは知経を迫伝的なものとする固定的な考えに対し一つ

の反証を提供することにもなるであろう.

Ⅴ 要 約

出生の季節とIQの関係についての従来の研究は,東西いずれにおいても両者間に多

少の関係を認めている.しかしBlonskyや Pintnerによる欧米の研究は春 ･夏の誕生

が秋 ･冬の誕生よりも有利であるという結果を見出しているの忙対し,本邦における藤

本 ･板橋氏らの研究は全く反対に冬 ･秋の誕生が夏 ･春の誕生よりも有利であるとす

る.̀これらの研究結果を説明するものとして気乱 日照時数,幼時死亡率,出生率等が

挙げられているが,いずれも満足すべきものではない.そこで吾々ほ東西の相興る研究

結果に統一的な解釈を与え得る変数として,小学校入学時のCAをとりあげた.入学時

のCAとIQ乃至はSSとの間に消極的相関を発見することにより,一見正反対の結果
を得ているように見える東西の研究が実は同一の結果を得ていることになるからであ

ち.

入学時のCAとSSの関係を見るために,小学校3年から6年までの児童4,031名に
対しA式及びB式の二種の団体知能検査を実施した.入学時のCAとSSの相関を求め
A式において1.877,B式において-.762の相関を得た.しかしこれらの相関係数は選択

的要因によって誇張されていると思われたので,該要因を取除いたら,それぞれ-.366,

-.416となり有意性を失っている.しかし草々の資料は両者間に低い消極的相関のあるこ

とを示唆するに充分であると考えられる.もっともそれを実証するために本研究の資料

を昇った統計的操作によって再評価するか,さもなければ同様な調査を繰返すことが必

要である.更に両者間の消極的相関の普遍性を検討するために,入学時の本邦と異る外

国において同様な調査を繰返すことが望まれよう.

結果の解釈として学校教育の均等効果が据摘された.つまり学校教育がその画一性の

ためめに,入学時のCA差から期待されるMAの差を失わしめることになり,そのため

に入学時のCAが低いものほどIQ乃至SSにおいて有利となる.但しこの解釈は均等
効果の有無についての検討を将来の課題として残している.
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CHILDREN'S CA AT THE TIME OF ENTERING
ELEMENTARY SCHOOL AND THEIR

SUBSEQUENT MENTAL DEVELOPMENT

Yasuharu AGARIE Matsusuke YOKAMlNE

ABSTRACT

Studies by P. P. Blonsk:>' and R. Pinter show that children born in the spring
and summer are somewhat superior in intelligence to those born in the fall
and winter. Studies made in Japan, however, show an opposite tendency. As
explanation of the relationship between months or seasons of birth and IQ.
variables such as the temperature. the length of day-light, infantile mortality
rates, and birth rates have been pointed out, but none of these has been proven
to be an adequate explanation. The writers, therefore, suggest children's CA at
the time of entering elementary school (TEES) as a probable explanation. It is
quite possible that the inconsistent results of the previous studies may be due to the
fact that the school year begins in the fall in the United States whereas it starts in
the spring in Japan. If a negative correlation should be found in both countries
between CA at TEES and IQ, then seemingly inconsistent results of the previous
studies could actually mean to be the same.

In order to observe the relationship between CA at TEES and SS or T-score,
which may be regarded as synonymous with IQ so far as the purpose of the
present study is concerned, the writers administered verbal and non-verbal group
intelligence tests to 4,031 school children from the third through the sixth grade.
The children were classified into 17 CA groups according to their CA at TEES,
and their mean SSs were correlated with their CAs. The Spearman's rank-order
correlation coefficients on verbal and non-verbal tests were found to be -.877
and -.762 respectively. These figures, however, were suspected to have been
exaggerated by a certain selective factor. When the factor was eleminated the
coefficients dropped to -.366 and -.416 respectively. These latter figures are
not statistically significant. The writers believe. however. that these coefficients
are large enough to suggest the existence of a low. negative correlation between
the two variables.

The findings of the study were discussed in terms of equalizing effects of
the school curriculum upon the mental development of children with varying CAs.
In short, the school curriculum, due to its lack of proper means to cope with
individual differencs. equalizes the MAs of children with varying CAs within
the same grade. and this will result in a negative correlation between CA at
TEES and IQ.


